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物づくりと　くらしの架け橋　三星商事

鋼
材
市
場「
確
実
に
回
復
」

鋼
材
市
場「
確
実
に
回
復
」

鉄 流 懇
𣘺本会長

建
築
厚
板

遅
れ
分
野
も
改
善
傾
向

𣘺本会長

国内向け在庫2.5％減
普通鋼鋼材、6月末普通鋼鋼材、6月末

内外需ともに回復

6月推定

鉄
骨
需
要
42
万
㌧
に
増

1
年
半
ぶ
り
高
水
準

神鋼商事、通期
予想を上方修正
純利益51億円

佐
藤
商
事
営
業
益
9
倍

経
常
・
最
終
も
大
幅
増
益

4
―
6
月
業
績

4
―
6
月
業
績

日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
保
有

ア
セ
リ
ノ
ッ
ク
ス
株

半
分
売
却
、比
率
7.9
％
に

豊
田
通
商

金
属
本
部

大
幅
に
増
収
増
益

諸
損
益
黒
字
に

米
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル
、4
―
6
月

純
利
益
前
期
比
11
倍

仏
バ
ロ
ー
レ
ッ
ク

営
業
黒
字
に
転
換

1
―
6
月
期

異
形
棒
・
Ｈ
形
鋼

価
格
小
幅
上
昇

7
月
国
交
省

1
―
6
月
期

純
利
益
6.6
倍

欧
ア
ぺ
ラ
ム

中
山
棒
線
を

10
月
吸
収
合
併

中
山
製
鋼
所

豪
Ｆ
Ｍ
Ｇ
鉄
鉱
石

出
荷
量
最
高
更
新

前
6
月
期
、1.8
億
㌧

鉱
山
機
械
事
業

423
億
円
で
売
却

独
テ
ィ
ッ
セ
ン

鉄
鋼
流
通
問
題
懇
談
会
（
会
長
＝
𣘺
本
直
政
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
専
務
執
行

役
員
）
は
29
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
定
例
会
合
を
開
催
し
た
。
会
合
後
の
会
見
で

𣘺
本
会
長
は
鋼
材
市
場
に
つ
い
て
「
前
回
4
月
の
会
合
時
と
比
べ
、
確
実
に
回

復
し
て
い
る
。
ペ
ー
ス
が
遅
か
っ
た
建
築
、
厚
板
も
需
要
、
在
庫
、
市
況
と
改

善
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。
建
築
は
前
倒
し
案
件
も
出
て
お
り
、
秋
以
降
、

明
る
い
話
も
散
見
さ
れ
る
」
と
述
べ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
落
ち
込
ん

だ
鋼
材
需
要
が
持
ち
直
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
粗
鋼
生
産
は
本
年
度
上

期
に
4
9
0
0
万
㌧
レ
ベ
ル
に
回
復
す
る
見
通
し
で
「
年
間
1
億
㌧
は
微
妙
だ

が
、
戻
っ
て
き
て
い
る
」
と
分
析
。
一
方
で
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
特
需
が
あ
る
の

か
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
見
方
も
示
し
た
。

鋼
材
流
通
を
含
め
た
鉄

鋼
産
業
の
構
造
問
題
に
触

れ
「
国
内
需
要
の
漸
減
が

予
想
さ
れ
る
中
、
粗
鋼
1

億
㌧
を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と

し
た
物
量
を
前
提
に
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
、

サ
ー
ビ
ス
、
商
慣
行
が
成

り
立
っ
て
き
た
が
、
前
提

条
件
が
変
わ
り
、
商
売
の

質
を
高
め
る
た
め
に
見
直

し
を
行
う
べ
き
だ
」
と
構

造
改
革
の
重
要
性
を
唱
え

た
。「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

と
し
て
素
材
か
ら
最
終
製

品
ま
で
輪
を
描
い
て
い
る

が
、
こ
の
中
で
役
割
分
担

と
コ
ス
ト
に
ず
れ
が
生
じ

て
い
る
」
と
し
、
役
割
分

担
と
コ
ス
ト
を
見
極
め
、

安
定
的
、
継
続
的
に
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
輪
が
維

持
さ
れ
る
よ
う
改
善
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
と
課
題

を
掲
げ
た
。

鋼
材
市
場
に
つ
い
て

「
薄
板
は
相
変
わ
ら
ず
タ

イ
ト
」
と
述
べ
、
建
材
製

品
は
案
件
が
伸
び
始
め
、

「
コ
ラ
ム
が
タ
イ
ト
に
な

っ
て
い
る
」
と
説
明
。
厚

板
も
「
造
船
、
外
需
で
の

発
注
が
伸
展
、
引
き
合
い

が
増
え
て
い
る
」と
し
た
。

一
方
、
全
国
鉄
鋼
販
売

業
連
合
会
の
阪
上
正
章
会

長
（
清
和
鋼
業
社
長
）
は

「
全
鉄
連
の
販
売
統
計
に

よ
る
と
、
米
中
摩
擦
が
深

刻
化
し
た
2
0
1
9
年
4

―
6
月
期
か
ら
8
期
に
わ

た
っ
て
、
対
前
年
同
期
比

で
10
％
程
度
の
減
少
が
続

い
て
き
た
が
、
本
年
度
4

―
6
月
期
は
2
％
減
に
と

ど
ま
り
、
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
っ
た
」
と
需
要
が

回
復
に
向
か
っ
て
い
る
と

報
告
し
た
。
建
築
は
大
型

案
件
に
続
き
、
中
小
案
件

が
秋
口
以
降
、
伸
び
て
く

る
と
の
見
通
し
。

全
鉄
連
の
齊
藤
栄
一
副

会
長
（
栄
鋼
管
社
長
）
は

「
実
需
を
し
っ
か
り
見
な

い
と
状
況
が
変
わ
っ
て
く

る
。
値
上
が
り
を
見
越
し

て
在
庫
を
増
や
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
秋
口
以

降
の
本
当
の
需
要
を
見
極

め
る
べ
き
」
と
実
需
見
合

い
の
対
応
を
求
め
た
。

日
本
鉄
鋼
連
盟
が
30
日

に
発
表
し
た
普
通
鋼
鋼
材

需
給
速
報
に
よ
る
と
、
6

月
末
の
国
内
向
け
鋼
材
在

庫
は
5
3
8
万
1
0
0
0

㌧
と
前
月
比
2
・
5
％
減

り
、
3
カ
月
ぶ
り
に
減
少

し
た
。
5
月
連
休
後
に
国

内
・
輸
出
と
も
に
出
荷
が

進
ん
だ
。
需
要
が
国
内
外

で
回
復
す
る
中
、
在
庫
は

前
年
同
月
に
比
べ
5
％
ほ

ど
少
な
く
、
需
給
の
タ
イ

ト
感
が
強
ま
っ
て
い
る
。

輸
出
船
待
在
庫
は
94
万

8
0
0
0
㌧
と
3
・
5
％

減
、
国
内
と
の
合
計
は
2

・
7
％
減
の
6
3
2
万
9

0
0
0
㌧
で
い
ず
れ
も
3

カ
月
ぶ
り
に
減
少
し
た
。

国
内
向
け
の
在
庫
率
は
1

4
6
・
4
％
と
26
・
3
㌽

低
下
し
た
。
メ
ー
カ
ー
在

庫
は
5
0
3
万
7
0
0
0

㌧
と
3
・
4
％
減
り
3
カ

月
ぶ
り
の
減
。
問
屋
在
庫

は
0
・
2
％
増
の
1
2
9

万
2
0
0
0
㌧
で
4
カ
月

連
続
増
え
た
。

普
通
鋼
鋼
材
の
出
荷
は

12
・
0
％
増
の
5
6
7
万

㌧
で
国
内
3
6
7
万
6
0

0
0
㌧
と
15
・
0
％
増
、

輸
出
は
1
9
9
万
3
0
0

0
㌧
と
6
・
8
％
増
。
前

年
同
月
比
は
国
内
が
25
・

8
％
増
で
4
カ
月
連
続
、

輸
出
は
46
・
8
％
増
で
2

カ
月
連
続
増
加
し
た
。

国
土
交
通
省
が
30
日
発

表
し
た
建
築
着
工
統
計
に

基
づ
き
算
出
し
た
6
月
の

全
国
推
定
鉄
骨
需
要
量

は
、
42
万
1
1
5
6
㌧
と

前
年
同
月
比
14
・
1
％
増

と
大
幅
に
増
加
し
た
。
単

月
で
40
万
㌧
を
超
え
る
の

は
2
0
1
9
年
12
月
以
来

18
カ
月
ぶ
り
。
6
カ
月
連

続
で
前
年
同
月
を
上
回
っ

た
。
東
京
五
輪
開
催
期
間

の
7
―
8
月
は
一
時
的
に

減
る
と
み
ら
れ
る
が
、
9

月
以
降
は
さ
ら
に
増
加
す

る
と
み
ら
れ
、
コ
ラ
ム
、

形
鋼
な
ど
建
設
用
鋼
材
の

需
給
バ
ラ
ン
ス
は
一
層
ひ

っ
迫
す
る
可
能
性
が
あ

る
。鉄

骨
需
要
量
は
中
小
鉄

骨
造
（
着
工
床
面
積
2
0

0
0
平
方
㍍
未
満
）
が
前

年
同
月
比
3
・
4
％
増
の

19
万
6
6
5
8
㌧
と
3
カ

月
連
続
増
。
大
規
模
鉄
骨

造（
同
1
万
平
方
㍍
以
上
）

は
14
万
3
0
3
5
㌧
と
同

57
・
9
％
増
え
た
。
中
規

模
鉄
骨
造
（
同
2
0
0
0

―
1
万
平
方
㍍
以
上
）
は

8
万
1
4
6
3
㌧
と
同
7

・
8
％
減
っ
た
。

神
鋼
商
事
は
30
日
、
2

0
2
2
年
3
月
期
の
連
結

経
常
利
益
予
想
を
前
回
の

52
億
円
か
ら
73
億
円
（
前

期
実
績
40
億
円
）、純
利
益

予
想
を
30
億
円
か
ら
51
億

円
（
21
億
円
）
に
そ
れ
ぞ

れ
上
方
修
正
す
る
と
発
表

し
た
。
配
当
に
つ
い
て
も

第
2
四
半
期
末
・
期
末
予

想
を
い
ず
れ
も
前
回
の
1

株
当
た
り
50
円
か
ら
85
円

に
上
方
修
正
し
、
年
間
配

当
予
想
を
1
0
0
円
か
ら

1
7
0
円
（
前
期
実
績
50

円
）
に
引
き
上
げ
た
。

上
半
期
に
つ
い
て
は
自

動
車
・
半
導
体
業
界
向
け

取
引
が
好
調
で
、
中
国
・

米
国
な
ど
海
外
子
会
社
の

業
績
も
順
調
に
推
移
す
る

と
想
定
し
、
通
期
に
お
け

る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
動
車
産

業
の
減
速
懸
念
な
ど
不
確

定
要
素
も
織
り
込
ん
で
業

績
予
想
を
修
正
し
た
。

同
時
に
発
表
し
た
21
年

4
―
6
月
期
の
連
結
経
常

利
益
は
前
年
同
期
比
3
・

3
倍
の
23
億
2
6
0
0
万

円
だ
っ
た
。
セ
グ
メ
ン
ト

別
は
鉄
鋼
11
億
9
5
0
0

万
円
（
前
年
同
期
3
億
5

5
0
0
万
円
）、鉄
鋼
原
料

7
3
0
0
万
円
（
1
億
3

4
0
0
万
円
）、非
鉄
金
属

10
億
9
8
0
0
万
円
（
1

億
7
4
0
0
万
円
）、溶
材

4
6
0
0
万
円
（
3
9
0

0
万
円
の
損
失
）
で
、
機

械
・
情
報
は
6
4
0
0
万

円
の
損
失
（
1
億
1
0
0

万
円
の
利
益
）。

鉄
鋼
は
鋼
板
製
品
の
国

内
向
け
取
扱
量
が
増
加

し
、
価
格
も
上
昇
。
輸
出

向
け
は
数
量
減
・
価
格
上

昇
。
線
材
製
品
は
国
内
向

け
が
数
量
増
・
価
格
上
昇
、

輸
出
向
け
は
数
量
増
・
価

格
横
ば
い
だ
っ
た
。

佐
藤
商
事
が
30
日
に
発

表
し
た
2
0
2
1
年
4
―

6
月
期
連
結
決
算
は
売
上

高
が
5
2
5
億
5
4
0
0

万
円
と
な
り
、
前
年
同
期

比
で
営
業
利
益
は
8
・
9

倍
、
経
常
利
益
が
6
倍
、

純
利
益
は
3
倍
と
大
幅
増

益
と
な
っ
た
。

鉄
鋼
事
業
は
商
用
車
業

界
や
国
内
建
産
機
業
界
向

け
の
販
売
が
堅
調
に
推
移

し
、
売
上
高
は
3
3
7
億

6
8
0
0
万
円
、
営
業
利

益
は
7
億
4
1
0
0
万
円

（
前
年
同
期
は
9
4
0
0

万
円
の
赤
字
）
を
計
上
。

非
鉄
金
属
事
業
は
地
金

相
場
変
動
影
響
に
加
え

て
、
商
用
車
業
界
向
け
販

売
が
堅
調
。
売
上
高
は
82

億
5
1
0
0
万
円
。
営
業

利
益
は
9
5
0
0
万
円

（
同
1
8
0
0
万
円
の
赤

字
）。鉄
鋼
、
非
鉄
金
属
両

事
業
と
も
に
黒
字
に
転
換

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
電
子
材
料

事
業
と
ラ
イ
フ
営
業
事
業

は
営
業
増
益
。
機
械
・
工

具
事
業
は
営
業
損
失
幅
が

縮
小
し
、
営
業
開
発
事
業

は
赤
字
幅
が
拡
大
し
た
。

同
社
は
需
要
増
加
傾
向

や
4
―
6
月
期
業
績
結
果

な
ど
を
踏
ま
え
て
、
前
回

予
想
か
ら
4
―
9
月
期
業

績
お
よ
び
通
期
業
績
の
売

上
高
、
利
益
と
も
に
そ
れ

ぞ
れ
上
方
修
正
し
た
。

先
日
、初
対
面
の
人
に「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
写
真
怖
い
で
す

ね
」
と
言
わ
れ
た
。
私
と
し
て

は
、
あ
れ
は
良
く
撮
れ
て
い
る

と
思
っ
て
い
た
の
で
い
さ
さ
か

シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
が
、
実
物

が
怖
い
顔
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
昔
、
住

友
金
属
の
資
材
課
長
の
時
、
部

下
の
女
性
が
沖
縄
の
旅
行
か
ら

帰
っ
て
来
て
「
毎
日
課
長
の
顔

を
見
て
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
、

「
え
っ
旅
行
に
行
っ
て
ま
で
俺
」

と
鼻
の
下
を
伸
ば
し
か
け
た
瞬

間
、「
屋
根
の
上
を
見
る
と
課
長

の
顔
が
あ
る
ん
で
す
」。「
え
っ
、

そ
れ
っ
て
シ
ー
サ
ー
？
」
、

「
・
・
・
」。

し
か
し
、
こ
の
顔
は
仕
事
で

は
役
に
立
っ
て
き
た
。
い
や
顔

だ
け
で
仕
事
を
し
て
来
た
と
言

っ
て
も
い
い
く
ら
い
だ
。
幸
い

に
も
営
業
の
経
験
は
な
く
（
今

に
し
て
思
え
ば
会
社
も
考
え
て

の
事
だ
ろ
う
）、管
理
部
門
と
購

買
部
門
が
長
か
っ
た
。
と
り
わ

け
購
買
は
足
掛
十
年
以
上
で
あ

っ
た
が
価
格
交
渉
は
下
手
く
そ

で
あ
る
。
自
分
の
買
物
で
ぐ
だ

ぐ
だ
理
屈
は
並
べ
る
も
の
の
値

切
れ
た
た
め
し
は
一
度
も
な

い
。
我
が
女
房
殿
は
一
言
の
も

と
に
値
切
っ
て
し
ま
う
。「
お
父

さ
ん
。
そ
れ
で
購
買
の
課

長
？
」。「
ト
ホ
ホ
」
で
あ
る
。

だ
か
ら
と
言
う
わ
け
で
は
な
い

が
、部
下
が
優
秀
だ
っ
た
の
で
、

価
格
交
渉
は
す
べ
て
部
下
に
任

せ
て
い
た
。
私
は
自
分
の
席
で

腕
を
組
ん
で
座
っ
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。
部
下
は
難
し
い
交
渉

で
行
き
詰
っ
た
時
の
切
札
。「
う

ち
の
課
長
が
・
・
」。そ
の
言
葉

で
交
渉
相
手
は
、
腕
を
組
ん
だ

鬼
瓦
の
顔
が
頭
に
浮
か
ぶ
。
交

渉
は
終
わ
る
。

ま
た
、あ
る
時
、某
メ
ー
カ
ー

が
不
具
合
を
出
し
、
現
場
と
本

社
に
謝
り
に
来
る
と
言
う
。
私

は
現
場
に
「
と
こ
と
ん
怒
れ
。

遠
慮
し
た
ら
ア
カ
ン
」
と
電
話

し
て
お
い
た
。
某
メ
ー
カ
ー
の

担
当
者
は
散
々
現
場
で
油
を
絞

ら
れ
、
戦
々
恐
々
と
し
て
私
の

所
に
謝
罪
に
来
た
。
私
は
黙
っ

て
目
を
閉
じ
腕
組
を
し
て
聞
い

て
い
た
。
謝
罪
が
終
わ
っ
た
と

こ
ろ
で
、
目
を
開
け
穏
や
か
な

声
で
「
現
場
は
怒
っ
て
い
た
で

し
ょ
う
。
で
も
失
敗
は
誰
に
で

も
あ
る
。
い
か
に
リ
カ
バ
リ
ー

す
る
か
で
御
社
の
価
値
が
決
ま

り
ま
す
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
」。

直
し
よ
う
の
な
い
怖
い
顔
と
や

さ
し
い
言
葉
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

落
差
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
後
日

現
場
か
ら「
い
や
あ
、メ
ー
カ
ー

さ
ん
、
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し

た
」。私は

三
十
年
近
く
薔
薇
を
育

て
て
い
る
。
無
意
識
の
裏
に
や

さ
し
い
顔
に
な
り
た
い
願
望
が

あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
未
だ

に
願
望
の
ま
ま
で
は
あ
る
が
。

今
の
会
社
で
も
門
の
前
に
十
坪

程
の
花
壇
を
作
っ
て
、
そ
の
前

に
ベ
ン
チ
を
置
い
て
い
る
。
こ

の
怖
い
顔
と
薔
薇
の
花
の
組
合

せ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
む
の
だ

ろ
う
。
近
所
の
オ
バ
チ
ャ
ン
た

ち
の
人
気
者
で
あ
る
。

今
は
薔
薇
た
ち
は
じ
っ
と
暑

さ
に
耐
え
て
い
る
。
秋
に
は
美

し
い
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
だ

ろ
う
。

ア
セ
リ
ノ
ッ
ク
ス
が
29

日
に
発
表
し
た
決
算
報
告

書
に
よ
る
と
、
日
鉄
ス
テ

ン
レ
ス
は
保
有
し
て
い
た

ア
セ
リ
ノ
ッ
ク
ス
の
株
式

の
半
分
（
7
・
9
％
）
を

6
月
17
日
に
売
却
し
た
。

株
式
売
却
に
よ
り
、
日
鉄

ス
テ
ン
レ
ス
の
出
資
比
率

は
7
・
9
％
と
な
る
。

ア
セ
リ
ノ
ッ
ク
ス
は
、

1
9
7
0
年
の
設
立
当
初

か
ら
旧
日
新
製
鋼
と
の
関

係
が
深
い
ス
テ
ン
レ
ス
メ

ー
カ
ー
。
2
0
0
9
年
に

は
旧
日
新
製
鋼
が
株
式
を

15
％
保
有
し
、
19
年
4
月

以
降
は
日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス

が
株
式
を
保
有
。
20
年
に

取
締
役
の
派
遣
を
取
り
や

め
、
出
資
の
み
継
続
し
て

い
た
。
ア
セ
リ
ノ
ッ
ク
ス

が
5
月
11
日
に
発
表
し
た

決
算
資
料
で
は
、
日
鉄
ス

テ
ン
レ
ス
の
出
資
比
率
は

15
・
49
％
だ
っ
た
。

現
地
報
道
に
よ
る
と
、

売
却
額
は
2
億
1
8
0
0

万
ユーロ
（
2
8
4
億
円
）
と

み
ら
れ
る
。

豊
田
通
商
金
属
本
部
の

2
0
2
1
年
4
―
6
月
期

の
連
結
業
績
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

基
準
）
は
、
外
部
収
益
が

前
年
同
期
比
90
・
4
％
増

の
4
8
8
0
億
9
8
0
0

万
円
、
売
上
総
利
益
が
同

1
3
7
・
8
％
増
の
3
1

5
億
6
7
0
0
万
円
、
当

期
利
益
が
同
4
8
1
・
5

％
増
の
1
5
3
億
9
3
0

0
万
円
と
な
っ
た
。

同
本
部
の
22
年
3
月
期

の
連
結
業
績
予
想
は
前
回

発
表
か
ら
変
わ
ら
ず
売
上

総
利
益
が
9
3
0
億
円

（
前
期
比
3
・
4
％
増
）、

当
期
利
益
が
3
4
5
億
円

（
同
53
％
増
）。

カ
ノ
ー
ク
ス

鋼
材
市

況
の
上
昇
や
、
需
要
家
業

界
の
生
産
回
復
な
ど
か

ら
、
売
上
高
は
2
6
3
億

2
0
0
0
万
円
と
前
年
同

期
を
上
回
っ
た
。
収
益
面

で
も
営
業
利
益
が
5
億
2

4
0
0
万
円
、
経
常
利
益

が
6
億
3
0
0
万
円
、
純

利
益
が
4
億
1
8
0
0
万

円
と
、
各
段
階
で
前
年
同

期
の
損
失
計
上
か
ら
黒
字

を
回
復
し
た
。

な
お
、
今
会
計
期
間
か

ら
「
収
益
認
識
に
関
す
る

会
計
基
準
」
を
適
用
し
て

い
る
た
め
、
前
年
同
期
比

で
の
増
減
額
、
増
減
率
は

示
し
て
い
な
い
。

米
高
炉
大
手
の
Ｕ
Ｓ
ス

チ
ー
ル
が
29
日
発
表
し
た

4
―
6
月
決
算
に
よ
る

と
、
純
利
益
は
10
億
1
2

0
0
万
㌦
（
1
1
1
9
億

円
、
前
年
同
期
は
5
億
8

9
0
0
万
㌦
の
損
失
）
と

1
―
3
月
の
11
倍
に
増
え

た
。
米
鋼
板
価
格
が
ネ
ッ

ト
ト
ン
1
0
0
0
㌦
を
超

え
る
な
ど
価
格
上
昇
が
寄

与
し
、
一
時
項
目
を
除
く

金
利
・
税
・
償
却
前
の
利

益
（
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
）
は

過
去
最
高
の
12
億
8
6
0

0
万
㌦
と
1
3
3
・
4
％

増
、
金
利
・
税
引
き
前
利

益
（
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
）
は
10
億

3
4
0
0
万
㌦
と
1
4
3

・
3
％
増
だ
っ
た
。
7
―

9
月
の
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
は

最
高
を
更
新
す
る
と
み
て

い
る
。

4
―
6
月
は
鋼
材
出
荷

が
4
2
1
万
4
0
0
0
ネ

ッ
ト
㌧
と
1
―
3
月
比
7

・
7
％
増
え
た
。
単
価
は

米
鋼
板
で
ネ
ッ
ト
ト
ン
1

0
8
7
㌦
と
21
・
4
％
高

だ
っ
た
。

1
―
6
月
の
純
利
益
は

11
億
3
0
0
万
㌦
（
前
年

同
期
は
9
億
8
0
0
0
万

㌦
の
損
失
）
だ
っ
た
。
Ｅ

Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
は
18
億
3
7

0
0
万
㌦
（
同
マ
イ
ナ
ス

2
億
㌦
）、Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
は
14

億
5
9
0
0
万
㌦
（
同
マ

イ
ナ
ス
9
億
7
0
0
万

㌦
）
だ
っ
た
。
鋼
材
出
荷

は
8
1
3
万
Ｎ
㌧
と
前
年

同
期
比
34
・
8
％
増
、
米

鋼
板
の
単
価
は
ネ
ッ
ト
ト

ン
9
8
3
㌦
と
37
・
5
％

高
だ
っ
た
。

仏
鋼
管
大
手
の
バ
ロ
ー

レ
ッ
ク
が
28
日
発
表
し
た

1
―
6
月
期
決
算
は
営
業

利
益
が
2
億
2
7
0
0
万

ユーロ
（
約
2
9
9
億
円
）
と

前
年
同
期
の
5
億
1
4
0

0
ユーロ
の
赤
字
か
ら
黒
字
転

換
し
た
。
生
産
量
は
73
万

9
0
0
0
㌧
と
前
年
同
期

比
15
・
3
％
減
少
し
た
も

の
の
、
主
要
需
要
地
で
あ

る
北
米
の
油
井
管
需
要
が

回
復
し
た
こ
と
が
寄
与
し

た
。
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
は
2

億
2
8
0
0
万
ユーロ
と
同
1

億
1
7
0
0
万
ユーロ
の
プ
ラ

ス
。
最
終
損
益
は
4
2
0

0
万
ユーロ
の
赤
字
と
な
っ
た

が
、
前
年
同
期
の
5
億
6

7
0
0
万
円
の
赤
字
か
ら

は
大
幅
に
回
復
し
て
い

る
。
売
上
高
は
前
年
同
期

比
9
％
減
の
15
億
4
4
0

0
万
ユーロ
。

バ
ロ
ー
レ
ッ
ク
は
2
0

2
0
年
9
月
以
降
、
フ
ラ

ン
ス
法
に
定
め
る
手
続
き

に
基
づ
き
再
建
計
画
を
実

行
し
、
主
要
債
権
者
と
の

間
で
3
億
ユーロ
の
新
た
な
ラ

イ
ツ
イ
シ
ュ
ー
（
新
株
予

約
権
の
全
株
主
均
等
無
償

割
当
）
を
含
む
財
務
リ
ス

ト
ラ
計
画
を
完
了
し
た
。

純
負
債
は
7
億
2
0
0
0

万
ユーロ
と
前
年
同
期
か
ら
16

億
6
0
0
万
ユーロ
圧
縮
し

た
。 国

土
交
通
省
が
ま
と
め

た
7
月
の
主
要
建
設
資
材

需
給
・
価
格
動
向
調
査
に

よ
る
と
、
異
形
棒
鋼
、
Ｈ

形
鋼
の
価
格
（
全
国
平
均

値
）
は
そ
れ
ぞ
れ
前
月
比

0
・
02
㌽
、
0
・
06
㌽
ア

ッ
プ
し
た
。

地
域
別
の
価
格
動
向
で

は
、
異
形
棒
鋼
は
北
海
道

が
前
月
比
横
ば
い
の
4
・

4
、
そ
の
他
地
区
は
同
1

㌽
未
満
の
増
減
だ
っ
た
。

Ｈ
形
鋼
は
東
北
各
県
で
上

昇
と
な
り
、
近
畿
は
や
や

低
下
の
府
県
が
多
く
、
他

地
区
は
0
・
7
㌽
上
昇
か

ら
0
・
7
㌽
低
下
の
範
囲

だ
っ
た
。

欧
州
ス
テ
ン
レ
ス
大

手
、
ア
ぺ
ラ
ム
（
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
）
が
30
日
発
表

し
た
2
0
2
1
年
1
―
6

月
期
決
算
は
、
純
利
益
が

前
年
同
期
比
6
・
6
倍
の

3
億
2
9
0
0
万
ユーロ
（
4

2
8
億
円
）、売
上
高
が
同

31
・
2
％
増
の
24
億
4
9

0
0
万
ユーロ
（
3
1
9
0
億

円
）。鋼
材
出
荷
量
は
同
19

・
7
％
増
の
97
万
4
0
0

0
㌧
、
金
利
・
税
・
償
却

前
の
利
益
（
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ

Ａ
）
は
同
3
・
7
倍
の
4

億
4
6
0
0
万
ユーロ
（
5
8

0
億
円
）
と
過
去
最
高
の

業
績
と
な
っ
た
。

南
米
や
欧
州
の
ス
テ
ン

レ
ス
需
要
の
増
加
や
、
Ａ

Ｄ
調
査
に
よ
る
価
格
上
昇

な
ど
に
よ
り
、
収
益
が
改

善
し
た
。

4
―
6
月
期
は
純
利
益

が
10
倍
の
2
億
1
3
0
0

万
ユーロ
、
売
上
高
が
同
1
・

5
倍
の
12
億
7
2
0
0
万

ユーロ
、
鋼
材
出
荷
量
は
同
27

・
9
％
増
の
48
万
1
0
0

0
㌧
。

中
山
製
鋼
所
は
30
日
、

完
全
子
会
社
の
中
山
棒
線

を
10
月
1
日
付
で
吸
収
合

併
す
る
と
発
表
し
た
。
棒

線
圧
延
設
備
を
保
有
す
る

中
山
棒
線
を
合
併
す
る
こ

と
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
の

経
営
資
源
の
集
約
化
や
業

務
効
率
の
向
上
を
図
る
。

豪
鉄
鉱
大
手
の
フ
ォ
ー

テ
ス
キ
ュ
ー
・
メ
タ
ル
ズ

・
グ
ル
ー
プ
（
Ｆ
Ｍ
Ｇ
）

が
29
日
発
表
し
た
2
0
2

1
年
6
月
通
期
の
鉄
鉱
石

出
荷
量
は
過
去
最
高
の
1

億
8
2
2
0
万
㌧
と
前
年

比
11
・
1
％
増
え
た
。
4

―
6
月
は
4
9
3
0
万
㌧

と
1
―
3
月
比
17
％
増
え

た
。
22
年
6
月
期
の
出
荷

量
は
1
億
8
0
0
0
万
―

1
億
8
5
0
0
万
㌧
を
見

込
む
。

21
年
6
月
期
の
平
均
単

価
は
ト
ン
1
3
5
・
32
㌦

（
1
万
4
9
0
0
円
）
と

前
年
比
72
％
上
が
っ
た
。

4
―
6
月
の
単
価
は
1
6

7
・
95
㌦
と
1
―
3
月
比

17
％
上
が
っ
た
。

独
鉄
鋼
大
手
の
テ
ィ
ッ

セ
ン
ク
ル
ッ
プ
は
29
日
、

鉱
山
機
械
事
業
を
デ
ン
マ

ー
ク
の
機
械
メ
ー
カ
ー
、

Ｆ
Ｌ
ス
ミ
ス
に
3
億
2
5

0
0
万
ユーロ（
4
2
3
億
円
）

で
売
却
す
る
と
発
表
し

た
。
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
再
構
築
の
一
環
。
当
局

の
承
認
な
ど
を
経
て
、
12

カ
月
以
内
の
手
続
き
完
了

を
見
込
む
。

売
却
対
象
事
業
は
従
業

員
が
約
3
4
0
0
人
、
売

上
高
は
2
0
2
0
年
9
月

期
で
約
8
億
ユーロ
。

テ
ィ
ッ
セ
ン
ク
ル
ッ
プ

は
事
業
再
構
築
を
進
め
て

お
り
、
イ
タ
リ
ア
の
ス
テ

ン
レ
ス
工
場
、
テ
ル
ニ
は

売
却
先
候
補
の
複
数
社
と

協
議
を
進
め
て
い
る
。
売

却
先
が
決
ま
ら
な
か
っ
た

厚
板
な
ど
は
閉
鎖
を
決
め

て
い
る
。

共
英
製
鋼

（
10
月
1
日
付
）

■
執
行
役
員

▽
執
行
役
員
山
口
事
業
所
副

事
業
所
長
兼
本
社
生
産
企
画
部

担
当
役
員
補
佐
（
執
行
役
員
山

口
事
業
所
副
事
業
所
長
兼
製
造

部
長
・
本
社
生
産
企
画
部
担
当

役
員
補
佐
）
松
本
哲
哉

■
部
長
ク
ラ
ス

▽
山
口
事
業
所
製
造
部
長

（
本
社
海
外
事
業
部
付
Ｖ
Ｉ
Ｓ

社
出
向
〔
同
社
副
社
長
〕）小
田

聡
▽
本
社
海
外
事
業
部
付
Ｖ
Ｉ

Ｓ
社
出
向
〔
同
社
副
社
長
〕（
本

社
生
産
企
画
部
）
林
剛
史

光
洋
商
事

（
8
月
1
日
付
）

〔
大
阪
本
社
〕

▽
大
阪
本
社
総
務
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ジ
ャ
ー
兼
大
阪
本
社
賃
貸

事
業
部
﹇
西
日
本
﹈
マ
ネ
ジ
ャ

ー
（
大
阪
本
社
総
務
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
中
武
大

6
面
に
も
人
事

4―6月期連結決算
(単位 :100万円、中段は前年同期、下段は通期予想）

売上高 営業利益 経常利益 純利益
神鋼商事
113,944 2,083 2,326 1,796

180,342 566 709 63

483,000 7,800 7,300 5,100

佐藤商事
52,554 1,309 1,484 1,020

36,108 147 246 343

205,000 4,200 4,600 3,300

カノークス
26,320 524 603 418

20,819 ▼70 ▼17 ▼55

111,866 1,193 1,330 911

怖い顔とエネルギー

新報国製鉄社長

成瀬正氏

日刊産業新聞21.8.2


